
のびのび笑顔であんしん子育ちのびのび笑顔であんしん子育ち

　人生の基盤となるからだとこころを育み、
健康でいきいきとした生活を送るための基本
的生活習慣や社会性を身につける極めて重要
な時期です。子どもの健やかな成長のために
は、育児を担う人がゆとりを持ち、安定した
環境で子育てできることが大切です。
　地域全体で子育ての環境を整え、子どもと
保護者が心を穏やかに過ごせること、そして
無限の可能性に満ちた子どもたちが保護者と
共に笑顔で育つ「子育ち」※を目指します。

からだとこころのバランスよい自立からだとこころのバランスよい自立

　学生から社会人となり、結婚して家庭を
築き、子どもの誕生で親としての責任も加
わるという人生の中でも激動の時期です。
からだの面では、不調が出始め、こころの
面では育児や仕事のストレス、将来へ不安
を抱えがちです。
　自分のからだとこころを振り返り、仲間
とともに過ごす楽しい時間を大切にし、充
実した生活を送ることを目指します。

　からだやこころの成長が著しく、あらゆる
生活習慣や社会性を身につけ、家族や友人、
地域の人々とコミュニケーションをとりな
がら、自分で考え、判断・行動できる大人への
移行期です。
　さまざまな体験を通して夢や目標を見つ
け、心身ともに元気で充実した生活を送る子
どもたちが育つことを目指します。

元気な心身でうるおいある充実した生活元気な心身でうるおいある充実した生活

自分らしく前向きに仲間と共に歩む自分らしく前向きに仲間と共に歩む

　家庭、仕事、地域の中での責任が重く、心
理的ストレスも大きくなりがちですが、心身
共に充実している時期です。忙しい中でも、
うまく自分の時間をつくり、身体を酷使せず、
ストレスを貯めないようにして、自分らしく
暮らすことが大切です。
　若者を育て、文化を次世代に継承し、地域
の中心を担う世代、そして自らの高齢期の準
備期でもあります。からだとこころの健康を
維持し、人や地域とのつながりを持ち、助け
合い前向きに生きていくことを目指します。

はつらつ笑顔はみんなの手本はつらつ笑顔はみんなの手本（認知症になっても安心して暮らせる）（認知症になっても安心して暮らせる）

　誰もが加齢による身体機能の低下を感じ
る反面、それまでの人生経験により、人と
の協調性やいたわり、優しさといったここ
ろの機能は充実し、豊かになる人生の完成
期です。
　就業やボランティア等のさまざまな社会
活動で、高齢者自身が持っている生命力、
英知などを発揮し、家庭や地域で生き生き
と笑顔で暮らすことを目指します。

　健康なまちは、安心して暮らせる
生活環境があってこそ築くことがで
きます。緑豊かな恵まれた自然環境
やきれいな川、出かけやすいまちな
ど、日常生活における環境と安全性
の確保が不可欠です。
　市民の健康を支え、守るための社
会環境の整備を目指します。

人とひと　輝く笑顔がはぐくむ　健康なまち　ながおか人とひと　輝く笑顔がはぐくむ　健康なまち　ながおか
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ありたい姿

健康目標

全 世 代 共 通
豊かな自然があり、ふれ合える 健康で安心（安全）に暮らせるまち

※「子育ち」とは…

・子ども自身が育つ「子育ち」
・子育てをしながら親も子どもと一緒に育つ「親育ち」
・育児を担う人や社会全体で行う「子育て」

ながおかヘルシープラン 21では以下の内容を含めて
「子育ち」と表現しています。

乳幼児期
のびのび笑顔で
あんしん子育ち

す
く
す
く
育
つ

の
び
の
び
育
つ

こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

子
育
て
が
で
き
る

●
受
動
喫
煙
の
害
を
受
け
な
い

●
む
し
歯
に
な
ら
な
い 

●
適
正
体
重
で
あ
る 

●
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

●
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
で
き
る

●
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
る

●
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
十
分
あ
る

●
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
う
れ
し
い
体
験
を
た
く
さ
ん
す
る

学童
思春期 からだとこころの

バランスよい自立

元
気
な
身
体
を
つ
く
る

病
気
に
な
ら
な
い

前
向
き
に
充
実
し
た

生
活
を
送
る

家
庭
や
地
域
の
人
々
と
協
力

し
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す

青年期
元気な心身で

うるおいある充実した生活

病
気
に
な
ら
ず
に

元
気
に
過
ご
す

妊
娠
や
出
産
期
を
健
や
か
に
送
る

地
域
に
親
し
み
ふ
れ
合
っ
て
暮
ら
す

地
域
に
親
し
み
ふ
れ
合
っ
て
暮
ら
す

●
生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る

●
歯
周
病
に
な
ら
な
い

●
妊
娠
や
出
産
へ
の
不
安
が
な
い

●
仕
事
や
生
活
に
は
り
あ
い
が
あ
る

●
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
る

壮年期
自分らしく前向き
に仲間と共に歩む

病
気
に
な
ら
ず
に

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

気
持
ち
を
明
る
く

持
っ
て
暮
ら
す

●
動
脈
硬
化
を
予
防
で
き
る

●
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
又
は
重
症
化
し
な
い

●
が
ん
に
な
ら
な
い

●
歯
周
病
に
な
ら
な
い

●
自
分
の
時
間
を
大
切
に
で
き
る

●
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
る

高齢期

環 境

はつらつ笑顔は
みんなの手本

自
分
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す

地
域
に
親
し
み
支
え

合
っ
て
暮
ら
す

●
楽
し
く
食
事
が
で
き
る  

●
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
・
病
気
に
な
ら
な
い        

●
歩
く
機
能
を
維
持
す
る

●
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

●
自
分
の
存
在
感
が
あ
る

●
く
よ
く
よ
せ
ず
明
る
い
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
つ

●
運
動
を
楽
し
み
、
体
力
が
向
上
す
る

●
む
し
歯
・
歯
肉
炎
に
な
ら
な
い

●
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
る

●
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る

●
適
正
体
重
で
あ
る

●
自
分
な
り
の
目
標
を
持
ち
、

 

目
標
に
向
か
っ
て
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
め
る

●
ス
ト
レ
ス
に
対
処
で
き
る

仲
間
と
仕
事
や
余
暇
を
楽
し
み
、

生
活
に
充
実
感
が
あ
る

地域循環型を取り入れたまちづくりきれいな川がある 緑が多く自然が身近にある 自然豊かな川辺や緑の中を散策する 安全に気軽に出かけられる 健康を支える環境の整備

（認知症になっても安心して暮らせる）

◆壮年期（４０歳～６４歳）◆乳幼児期（０歳～６歳）

◆学童・思春期（７歳～１８歳）

◆青年期（１９歳～３９歳）

◆高齢期（６５歳～）

◆環境（全世代共通）

からだ こころ 地域 からだ こころ 地域 からだ こころ 地域 からだ こころ 地域

※「健康目標」の網掛けは、「重点項目」を表しています。


